
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

＜コラム＞ 

蓄銭叙位法の内容

位階 蓄銭額 処置

5位以上正6位 10貫以上 臨時の勅に従うこと

10貫以上 位1階を進める

20貫以上 位2階を進める

大初位上 10貫以上 従8位下を与える

初位 5貫 位1階を進める

無位　　 7貫 少初位下を与える

白丁 10貫 少初位下を与える

6～8位

< 参 考 資 料 > 銭 緡   

１貫 文 （約 1000 枚 ）江 戸 時 代
 
1 つの銭 緡 （銅 銭 100 枚

分 ）を 10 個 分 連 ねたものが
１ 貫 （ 銅 銭 1000 枚 分 ） で
す。古 代 には位 階 を持 たな
い人 が最 も下 の位 を得 るた
めには、この銭 緡 の 10 倍 と
なる 10 貫 もの銭 貨 が必 要
でした。 

氏名 本拠地・官職 初位 ８位 ７位 ６位 ５位

小田根成 ？

日根乙虫 讃岐国人

越智飛鳥麻呂 伊予国越智郡大領

新治子公 常陸国新治郡大領

額田部塞守 長門国豊浦郡大領

周防凡葦原 周防国人

栄原永遠男『天平の時代』(集英社･1991年)より

1000貫　車1両　鍬200柄

1000貫

1000貫 ? 230疋

1000貫　布1000段

1000貫　稲10000束

1000貫　塩3000顆

献 銭 叙 位  
 

747（天 平 19 ） 年 、 河 内 国 の大
初 位 下 の河 俣 連 人 麻 呂 は東 大 寺
盧 舎 那 仏 （東 大 寺 大 仏 ）への寄 進
として銭 1000 貫 を献 上 し、従 五 位
下 を与 え ら れまし た 。 そ の後 も、 銭
を 献 上 す る 事 例 は 多 く 見 ら れ （ 右
表 参 照 ）、地 方 に大 量 の銭 貨 を持
つものがいたことがわかります。 

 【お金 の使 い方 ② 大 金 でなにを手 に入 れる？】 
 

《富 と権 力 をもとめて－蓄 銭 ・献 銭 をするひとびと―》 
律 令 国 家 は、地 方 豪 族 や貴 族 ・役 人 などが蓄 えた銭 貨 を手 に入 れるため、一 定 の銭 貨 を

国 家 に納 めることで、位 階 を与 えることを定 めました（蓄 銭 叙 位 法 ）。こうして、銭 貨 を集 めるこ
とで、位 階 を持 たない人 々が有 位 者 となる可 能 性 も出 ました。 
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 【 】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

墓葬と銭  
古代の墓葬に銭貨が埋納される事例は、多く知られています。その目的は、死後の世界で使う財物として被葬者に持たせるもの、

埋葬地の地鎮などさまざまな理由が考えられています。また、埋葬地を土地神（土公神）から買い取る契約書「買地券」も存在しました。

 

宮ノ本一号墓出土の買地券
ば い ち け ん

（複製）  福岡県 

宮ノ本一号墓出土の買地券は、鉛板に墨書したもので、方丈(畳4 畳

半)の土地を銭、鍬、絹、布、綿を代価として、買い取っています。 
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絶
令
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□
白 

  小治田安萬侶
お は り だ の や す ま ろ

墓からの出土品  奈良県

小治田安萬侶墓からは、729（神亀 6）年銘の墓誌の

他、 和同開珎銀銭 10 枚、鉄器、土器などが出土して

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  つぼの出土状況 つぼ内部を透視した X 線写真。注ぎ

口に富本銭 9 枚、底部に水晶 9 本が

みえます。 

  富本銭と水晶が入った状態で出土したつぼ 

●藤原宮跡から出土した富本銭 

 奈良県の藤原宮（694－710 年）跡で、宮の中枢であった大極殿南の正門近くの穴から富本銭 9 枚と水晶 9 本

が入ったつぼ（須恵器の平瓶：7 世紀後半）が出土しました。 

 この出土により、『日本書紀』にある 692(持統 6)年「藤原の宮地を鎮め祭らしむ」の記事との関連が指摘され、ま

た藤原宮造営と富本銭との関連についても注目を集めています。 
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